　2024.9藤咲整形外科医院だより
　日暮れが早まり、夜の深さが際立って、秋の気配はいよいよ濃厚となってきました。草ぐさはそれぞれの遺伝子に従って或いは綿毛を、或いは莢を使って種を作り広めて子孫を残そうと懸命になっています。
　食料として栽培される作物も同じです。施肥され施水して人工的な手当てをされてはいても、植物の目的は子孫を残すこと、それが人にとって実りとしても恵を齎す(もたらす)というのが、違いと言えば違いです。頼まなくても育つ植物、祈りをささげ丹精しても思い通りにはならない植物、いろいろではありますが、今年も変わらずの酷暑にあってよく持ちこたえたものです。
　学者の中には大きく視点を変えた見方を示される方があります。常識を覆すともいえます。曰く、小麦は人を操作してその繁殖域を世界に広げている、というものです。漫画風に言えば、小麦の精、的なものが、「人よ、われらをもっと世界に広めさせるのだ、、、」と言っている、ということでしょうか。突飛に見えはしますが、いいえて妙です。米も、新品種を開発し、食味の向上や収量の増大に懸命になるところは同じです。種を問わずこれら作物への愛情は、大いなる敬意をすら感じさせます。
　移動する、歩くということは、基本の生命活動であろうと思われます。植物と動物の違いは移動するかしないかであるともいいます。これまた識者は、植物とは移動しないことを選んだ動物である、などと警句を発したりもします。動植物を問わず、生命はそれを全うすることに懸命であると思います。人にとって、歩くことはそのうちの大事な行為の一つと思います。
皆様お体大切に。
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